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(57)【要約】
【課題】液晶表示パネル内に形成された各液晶画素に対
する映像データの書き込みを高速かつ高精度に行うこと
が可能な液晶表示パネルの駆動装置を提供する。
【解決手段】
　映像入力信号に応じた階調信号を生成し、これを各信
号線を通じて液晶画素に供給する液晶表示パネルの液晶
画素に供給する液晶表示パネルの駆動装置において、階
調信号を生成する階調信号生成回路は、階調信号の各々
の電圧レベルに対応した複数の階調電圧を生成する階調
電圧生成回路と、階調電圧が一方の差動入力端子に入力
され且つ階調信号線上の階調アンプの出力端子とは反対
側の遠端部の電圧が帰還電圧として帰還信号線を経由し
て他方の差動入力端子に入力された階調アンプと、階調
アンプの出力端子の直近部と帰還信号線との間に設けら
れて駆動信号に応じてオンオフする帰還経路切り替えス
イッチと、を有する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに並置された複数の信号線と、これに交差する方向に形成された複数の走査線と、
前記信号線と前記走査線との交差位置の各々に形成されて前記走査線毎に順次供給される
走査パルスに応じて駆動される液晶画素と、を含む液晶表示パネルの駆動装置であって、
　前記信号線の各々に接続されるべき複数の出力端子と、
　互いに異なる電位を有する複数の階調信号を生成する階調信号生成回路と、
　前記階調信号生成回路に接続されて、その伸長方向に前記階調信号の各々を伝達する複
数の階調信号線と、
　前記出力端子毎に設けられ、前記階調信号線の各々に接続された複数の引き出し線と、
前記引き出し線の各々と対応する出力端子との間に設けられた複数のスイッチとを有し、
外部入力信号に応じて前記スイッチをオンオフして前記階調信号のいずれかを対応する出
力端子に供給する階調信号選択回路と、を含み、
　前記階調信号生成回路は、前記階調信号の各々の電圧レベルに対応した複数の階調電圧
を生成する階調電圧生成回路と、前記階調電圧が一方の差動入力端子に入力され且つ前記
階調信号線上の前記階調アンプの出力端子とは反対側の遠端部の電圧が帰還電圧として帰
還信号線を経由して他方の差動入力端子に入力された階調アンプと、前記各階調信号線上
の前記階調アンプの出力端子の直近部と前記帰還信号線の各々との間に設けられて駆動信
号に応じてオンオフする帰還経路切り替えスイッチと、を有することを特徴とする液晶表
示パネルの駆動装置。
【請求項２】
　前記帰還経路切り替えスイッチに前記駆動信号を供給する制御回路をさらに有し、
　前記制御回路は、前記走査線のいずれかに前記走査パルスが印加される選択期間毎に前
記帰還経路切り替えスイッチを駆動することを特徴とする請求項１に記載の液晶パネルの
駆動装置。
【請求項３】
　前記制御回路は、前記選択期間の前半において前記帰還経路切り替えスイッチを開放状
態に駆動し、前記選択期間の後半において前記帰還経路切り替えスイッチを短絡状態に駆
動することを特徴とする請求項３に記載の液晶表示パネルの駆動装置。
【請求項４】
　前記帰還経路切り替えスイッチはトランスファーゲートにより構成されることを特徴と
する請求項１乃至３のいずれか１に記載の液晶表示パネルの駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示パネルの駆動装置に関し、特に液晶表示パネル内に設けられた信号線
に階調信号を供給する信号線駆動回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示パネルは、互いに直交して配置される複数本の信号線および走査線と、信号線
と走査線の交差部に形成された薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）と、ＴＦＴに接続された画素
を構成する液晶容量により構成される。液晶容量はＴＦＴに接続された画素電極と、画素
電極に対向配置された対向電極と、画素電極と対抗電極の間に配向膜を介して液晶材料が
挟持されて構成される。各走査線には走査線駆動回路からフレーム期間毎に順次走査パル
スが印加される。この走査パルスによって選択されたＴＦＴを介して信号線駆動回路から
対応する信号線を経由して階調信号が供給され、これにより映像データが液晶容量（画素
）に書き込まれることとなる。
【０００３】
　図１は、信号線Ｓ１～Ｓｍを介して液晶表示パネルに階調信号を供給する従来の信号線
駆動回路１の構成を示したものある。信号線駆動回路１は、抵抗ラダー回路およびこれに
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接続された複数の階調アンプａ１～ａｉからなる階調信号生成回路２を備えている。抵抗
ラダー回路は、複数の抵抗素子が互いに直列接続されて構成され、その両端に所定の基準
電圧Ｖｒｅｆが印加される。これにより、各抵抗素子間の接続点には、互いに異なる電位
を有する複数の階調電圧Ｖ１～Ｖｉが発生する。抵抗素子間に発生している各階調電圧は
階調アンプａ１～ａｉの非反転入力端子に供給される。各階調アンプの反転入力端子は自
身の出力端子の直近部に接続され、これにより各階調アンプはボルテージフォロアを構成
し、入力された階調電圧Ｖ１～Ｖｉの電位をそのまま階調信号Ｇ１～Ｇｉとして出力端子
より出力する。各階調アンプの出力端子はそれぞれ階調信号線Ｋ１～Ｋｉに接続している
。各階調アンプより出力された階調信号Ｇ１～Ｇｉは、それぞれ階調信号線Ｋ１～Ｋｉお
よび階調信号選択回路ｄａ１～ｄａｍを経て各信号線Ｓ１～Ｓｍに供給される。階調信号
線Ｋ１～Ｋｉは、図中横方向に伸張しており、液晶表示パネルのサイズに応じた配線長を
有する。階調信号選択回路ｄａ１～ｄａｍはそれぞれ信号線Ｓ１～Ｓｍに対応して設けら
れており、階調信号線Ｋ１～Ｋｉの伸張する方向に並置されている。階調信号選択回路ｄ
ａ１～ｄａｍの各々は、各階調信号線Ｋ１～Ｋｉの各々に接続された引出し線と複数の階
調信号選択スイッチにより構成され、図示しない制御回路より供給される映像入力信号に
応じて階調信号選択スイッチを駆動することにより、階調信号線Ｋ１～Ｋｉのうちのいず
れか１つを対応する信号線に接続し、選択した１の階調信号線に発生している階調信号を
当該信号線に供給する。これにより、当該信号線には映像入力信号に応じた階調信号が供
給される。
【０００４】
　特許文献１は、各階調に対応する階調アンプを複数含む液晶表示駆動電源回路を開示し
ている。かかる液晶表示駆動電源回路は液晶表示パネルを駆動する際に液晶容量に充放電
するとき以外は階調アンプを停止させ、電流を最小限にすることにより低消費電力化を図
っている。
【特許文献１】特開平８－３１３８６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年の液晶表示パネルの大画面化に伴って液晶表示パネル内に形成される画素数が増加
する傾向にあり、これにより信号線の本数も増加している。その結果、信号線駆動回路の
回路領域も拡大し、階調信号線Ｋ１～Ｋｉの配線長が長くなってきている。階調信号線の
配線長の増加は、配線抵抗Ｒａの増加をもたらすこととなり、液晶容量および配線抵抗に
よって定まる時定数が大きくなることから、液晶容量に対する充電時間、すなわち各画素
に対するデータ書き込み時間の増大を招く結果となっている。
【０００６】
　ここで、図２は、階調アンプより階調信号が出力された際の階調アンプ出力端子の直近
部のノードと、液晶表示パネル内に形成された画素電極近傍のノードの電圧波形を示して
いる。図示するように、階調アンプの出力端子の直近部のノードにおいては、選択された
階調電圧のレベルに速やかに到達している。一方、画素電極近傍のノードにおいては階調
信号線の配線抵抗Ｒａや液晶容量等によって定まる時間を経て書き込みが完了するため、
選択された階調電圧のレベルに達するまでには時間を要する。つまり、階調アンプの出力
端子の直近部のノードと画素電極近傍のノードでは所定の階調電圧に達するまでの時間差
があるので、各画素に対する書き込み時間の短縮を図ろうとする場合、階調アンプの出力
端子の直近部のノードに発生する電圧に基づいてこれを行うことは困難であった。
【０００７】
　本発明は上記した点に鑑みてなされたものであり、液晶表示パネル内に形成された各画
素に対する映像データの書き込みを高速かつ高精度に行うことが可能な液晶表示パネルの
駆動装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本発明の液晶表示パネルの駆動装置は、複数の信号線と、これに交差する方向に形成さ
れた複数の走査線と、前記信号線と前記走査線との各交差部に形成されて前記走査線毎に
順次供給される走査パルスに応じて駆動される液晶材料と、を含む液晶表示パネルの駆動
装置であって、前記信号線の各々に接続されるべき複数の出力端子と、互いに異なる電位
を有する複数の階調信号を生成する階調信号生成回路と、前記階調信号生成回路に接続さ
れて、その伸長方向に前記階調信号の各々を伝達する複数の階調信号線と、前記出力端子
毎に設けられ、前記階調信号線の各々に接続された引き出し線と、前記引き出し線と対応
する出力端子との間に設けられた複数のスイッチとを含み、外部入力信号に応じて前記階
調信号のいずれか１つを対応する出力端子に供給する階調信号選択回路と、を含み、前記
階調信号生成回路は、前記階調信号の各々の電圧レベルに対応した複数の階調電圧を生成
する階調電圧生成回路と、前記階調電圧が一方の差動入力端子に入力され前記階調信号線
上の遠端部の電圧が帰還電圧として帰還信号線を介して他方の差動入力端子に入力された
階調アンプと、前記階調アンプの出力端子の直近部と前記帰還信号線との間に設けられて
駆動信号に応じてオンオフする帰還経路切り替えスイッチと、を有することを特徴として
いる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る液晶表示パネルの駆動装置によれば、階調信号を生成する階調アンプの帰
還経路が各走査線の選択期間の前半と後半で切り替え可能となっており、選択期間の前半
においては階調アンプの出力端子に繋がる階調信号線の遠端部の電位が帰還電圧として階
調アンプに入力することで液晶表示パネル内の各液晶画素に対するデータ書き込み時間の
短縮が図ることが可能となる。一方、選択期間の後半においては階調アンプの出力端子直
近部の電位を帰還電圧として階調アンプに入力することで、階調アンプにより異常な階調
信号が生成されるといった不具合を防止し、液晶パネルに形成された各液晶画素に対して
高精度なデータ書き込みを実現することが可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しつつ説明する。尚、以下に示す図において
、実質的に同一又は等価な構成要素、部分には同一の参照符を付している。
【００１１】
　図２は、本発明の液晶表示パネルの駆動装置としての信号線駆動回路３０が適用された
液晶画像表示装置の構成を示す図である。この液晶画像表示装置は、いわゆるアクティブ
マトリクス駆動方式により画素を担う液晶材料の配向状態を印加電圧によって変化させて
画像表示を実現するものである。液晶表示パネル１０には、ｍ本の信号線Ｓ１～Ｓｍ及び
これと交差して配列されたｎ本の走査線Ａ１～Ａｎが形成されており、信号線及び走査線
の各交差部には薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を介して画素を担う液晶容量Ｃ１,１～Ｃｎ,
ｍが形成されている。ＴＦＴの各々は、ソースが信号線Ｓ１～Ｓｍに接続され、ゲートが
走査線Ａ１～Ａｎに接続される。液晶容量Ｃ１,１～Ｃｎ,ｍの各々は、ＴＦＴに接続され
た画素電極と、画素電極に対向配置された対向電極と、画素電極と対抗電極の間に配向膜
を介して液晶材料が挟持されて構成される。
【００１２】
　走査線Ａ１～Ａｎは、各走査線に対応して設けられた走査線選択スイッチＳＷＡ１～Ｓ
ＷＡｎを含む走査線駆動回路２０に接続される。走査線選択スイッチＳＷＡ１～ＳＷＡｎ

は、制御回路１００から供給されるクロックパルスに従って、各走査線の電位を所定の正
電位ＶＨ若しくは接地電位Ｇｎｄのいずれかに切り替える。すなわち、走査線選択スイッ
チＳＷＡ１～ＳＷＡｎは、走査線毎に順次一定の時間間隔で所定の正電位ＶＨ（走査パル
ス）を印加し、これによって当該走査線に接続されたＴＦＴをオン状態に駆動する。各走
査線に対して走査パルスが印加されている期間が走査線の選択期間とされ、各走査線は所
定のフレーム周期で繰り返し選択される。尚、走査線駆動回路３０は例えば半導体集積回
路内部に形成されることとしてもよい。
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【００１３】
　信号線Ｓ１～Ｓｍは、それぞれ信号線駆動回路３０の各出力ＯＵＴ１～ＯＵＴｍに接続
される。信号線駆動回路３０は、制御回路１００から供給される映像入力信号に応じた階
調信号を生成し、これを出力端子ＯＵＴ１～ＯＵＴｍより出力し、各信号線に供給する。
選択期間中の走査線上に配置されたＴＦＴは全てオン状態となり、各信号線を介して信号
線駆動回路３０より供給される階調信号を液晶容量に印加する。その結果、画素電極およ
び対向電極に挟持された液晶材料は、供給された階調信号の電圧レベルに応じた光透過率
を示す。これにより、選択された走査ライン上の全ての液晶画素にデータが書き込まれる
。かかる書き込み動作は全ての走査線Ａ１～Ａｎに対して行われ、１フィールドの画面が
完成する。液晶画素に書き込まれたデータは画素内の静電容量に蓄積され、次にデータを
書き込むまでその電圧が保持される。
【００１４】
　図４は、本発明の液晶表示パネルの駆動装置としての信号線駆動回路３０のより詳細な
構成を示したものである。信号線駆動回路３０は、抵抗ラダー回路と、これに接続された
複数の階調アンプａ１～ａｉと、各階調アンプの出力端子の直近部と帰還信号線Ｆ１～Ｆ
ｉとの間に設けられた帰還経路切り替えスイッチＤ１～Ｄｉとを含む階調信号生成回路３
１を備えている。
【００１５】
　抵抗ラダー回路は、複数の抵抗素子が互いに直列接続されて構成され、その両端に所定
の基準電圧Ｖｒｅｆが印加される。これにより、隣接する抵抗素子の各接続点には、互い
に異なる電位を有する複数の階調電圧Ｖ１～Ｖｉが発生する。階調アンプａ１～ａｉは抵
抗ラダー回路によって生成された階調電圧Ｖ１～Ｖｉに対応して設けられており、抵抗ラ
ダー回路を構成する各抵抗素子間のノードはそれぞれ階調アンプａ１～ａｉの非反転入力
端子に接続され、階調電圧Ｖ１～Ｖｉはそれぞれ対応する階調アンプに供給される。各階
調アンプの出力端子はそれぞれ階調信号線Ｋ１～Ｋｉに接続される。各階調アンプより出
力される階調信号Ｇ１～Ｇｉは、それぞれ階調信号線Ｋ１～Ｋｉおよび階調信号選択回路
ｄａ１～ｄａｍを経て出力端子ＯＵＴ１～ＯＵＴｍより出力されて、各信号線Ｓ１～Ｓｍ
に供給される。各信号線Ｓ１～Ｓｍは、図中横方向に互いに平行となるように並置され、
これに伴って階調信号線Ｋ１～Ｋｉは図中横方向に伸長する構造となっている。階調信号
線Ｋ１～Ｋｉはそれぞれ、その伸長方向の長さに応じた配線抵抗Ｒａを有している。
【００１６】
　階調アンプａ１～ａｉはそれぞれ、非反転入力端子に入力された階調電圧Ｖ１～Ｖｉと
帰還信号線Ｆ１～Ｆｉを介して反転入力端子に入力される帰還電圧との差分に応じた電圧
を出力するように動作する。本発明の信号線駆動回路３０においては階調アンプの帰還信
号線Ｆ１～Ｆｉは、自身の出力端子の直近部に接続されるのではなく、図中横方向に伸長
する階調信号線Ｋ１～Ｋｉの遠端部Ｐ１～Ｐｉに接続される。階調アンプａ１～ａｉの各
々は、反転入力端子が自身の出力端子の延長線上（階調信号線上）に接続されることでボ
ルテージフォロアを構成し、入力された各階調電圧Ｖ１～Ｖｉの電位をそのまま維持した
階調信号Ｇ１～Ｇｉを出力する。このように帰還信号線Ｆ１～Ｆｉが階調信号線Ｋ１～Ｋ
ｉの遠端部Ｐ１～Ｐｉに接続されることで、各液晶画素へのデータ書き込み時間が短縮さ
れることとなるが、その詳細については後述する。また、階調信号線Ｋ１～Ｋｉ上の各階
調アンプの出力端子の直近部と帰還信号線Ｆ１～Ｆｉとの間には、制御回路１００より供
給される駆動信号に基づいてオンオフする帰還経路切り替えスイッチＤ１～Ｄｉが設けら
れている。帰還経路切り替えスイッチＤ１～Ｄｉの各々は、例えば図５に示すようにｐＭ
ＯＳトランジスタとｎＭＯＳトランジスタとが互いに並列接続されたトランスファーゲー
トにより構成され、各トランジスタのドレインおよびソースがそれぞれ階調信号線Ｋ１～
Ｋｉおよび帰還信号線Ｆ１～Ｆｉに接続され、各ゲートに駆動信号が供給されるようにな
っている。
【００１７】
　階調信号選択回路ｄａ１～ｄａｍはそれぞれ信号線Ｓ１～Ｓｍに対応して設けられてお
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り、階調信号線Ｋ１～Ｋｉの伸張する方向に並置されている。階調信号選択回路ｄａ１～
ｄａｍの各々は、階調信号線Ｋ１～Ｋｉのそれぞれに接続された引出し線と複数の階調信
号選択スイッチ３２より構成される。階調信号選択回路ｄａ１～ｄａｍは、制御回路１０
０より供給される映像入力信号に応じて階調信号選択スイッチ３２を駆動することにより
、階調信号線Ｋ１～Ｋｉのうちのいずれか１つを自身に対応する信号線に接続し、当該映
像入力信号に応じた階調信号を信号線に供給する。これにより、選択期間中の走査線に接
続された液晶容量は信号線を介して供給された階調信号に応じた光透過率にてパネル後方
より照射される光源からの光をパネル前方に通過せしめる。尚、信号線駆動回路３０は例
えば半導体集積回路内部に形成されることとしてもよい。
【００１８】
　次に、上記した構成を有する信号線駆動回路３０の動作について図６に示すタイミング
チャートを参照しつつ説明する。図６において、信号線駆動回路３０の帰還経路切り替え
スイッチＤ１～Ｄｉの動作タイミングおよび階調信号選択回路ｄａ１～ｄａｍによる階調
信号の選択のタイミングが走査線の選択タイミングとの関係において示されている。
【００１９】
　制御回路１００は走査線駆動回路２０にクロックパルスを供給する。走査線駆動回路２
０は、クロックパルスに同期して走査線選択スイッチＳＷＡ１～ＳＷＡｎをオンオフさせ
ることにより走査パルスを生成する。走査線駆動回路２０は、走査線選択スイッチのオン
オフ制御により走査線Ａ１からＡｎに対して順次走査パルスを印加していく。
【００２０】
　制御回路１００は信号線駆動回路３０に上記クロックパルスに同期して映像入力信号を
供給する。信号線駆動回路３０内の階調信号選択回路ｄａ１～ｄａｍの各々は、入力され
た映像入力信号に基づいて階調信号選択スイッチ３２を駆動して階調信号線Ｋ１～Ｋｉの
うちのいずれか１つを自身に対応する信号線に接続し、階調アンプａ１～ａｉによって生
成された階調信号のうち、当該映像入力信号に対応する階調信号を対応する信号線に供給
する。かかる階調信号の選択動作は、各走査線の選択期間が開始するタイミングで行われ
る。
【００２１】
　また、制御回路１００は信号線駆動回路３０に上記クロックパルスに同期して帰還経路
切り替えスイッチＤ１～Ｄｉを駆動するための駆動信号を供給する。帰還経路切り替えス
イッチＤ１～Ｄｉは、上記駆動信号に従って、各走査線の選択期間の前半の期間において
は開放（オフ）状態となり、各走査線の選択期間の後半においては短絡（オン）状態とな
る。すなわち、各走査線の選択期間の前半は階調アンプａ１～ａｉの各々の反転入力端子
には、階調信号線Ｋ１～Ｋｉの遠端部Ｐ１～Ｐｉに発生している電圧が帰還電圧として入
力される。一方、各走査線の選択期間の後半は階調アンプａ１～ａｉの各々の反転入力端
子には自身の出力端子の直近部に発生している電圧が帰還電圧として入力される。このよ
うに、帰還経路切り替えスイッチＤ１～Ｄｉの各々が各走査線の選択期間内にオフ状態か
らオン状態に切り替わることにより、階調アンプの帰還経路が階調信号線の遠端部から階
調アンプ出力端子の直近部に切り替わる。
【００２２】
　図７は、各信号線Ｓ１～Ｓｍに対して信号線駆動回路３０より階調信号が出力された際
の画素電極近傍のノードにおける電圧波形を示したものである。図７においては、従来回
路の波形が比較として示されている。上記の如く、各走査線の選択期間前半は帰還経路切
り替えスイッチＤ１～Ｄｉは全て開放状態に駆動されるため、階調信号線Ｋ１～Ｋｉの遠
端部Ｐ１～Ｐｉに発生している電圧が帰還電圧として帰還信号線Ｆ１～Ｆｉを介して階調
アンプの反転入力端子に入力される。階調信号線の遠端部Ｐ１～Ｐｉにおける電位は、階
調信号の出力開始直後においては階調信号線の配線抵抗Ｒａと、これに流れる液晶容量に
対する充電電流によって電圧降下が生じるため、階調アンプの出力端子の直近部のノード
に比べ低くなる。換言すれば、遠端部Ｐ１～Ｐｉの電位は、配線抵抗Ｒａと液晶容量によ
って定まる時定数に応じてその立ち上がりが階調アンプ出力端子の直近部よりも遅れるこ
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とになる。すなわち、液晶容量の充電期間中においては、遠端部Ｐ１～Ｐｉの電位が帰還
電圧とされるため、階調アンプには、従来回路と比較して低い帰還電圧が入力されること
になる。階調アンプの各々は、非反転入力端子に入力された階調電圧と帰還電圧との差を
埋めるべく動作するため、液晶容量の充電が完了するまで従来回路と比較してより高い電
圧を出力する。その結果、画素電極近傍のノードの電位は、図７に示すように、従来回路
よりも早く立ち上がる。つまり、各液晶画素へのデータの書き込み時間が従来回路と比較
して短縮されるのである。尚、この場合、階調アンプの出力端子の直近のノードには、一
時的に所定の階調電圧を超えた電圧が発生することになるが、液晶容量への充電が完了す
ると遠端部Ｐ１～Ｐｉと、階調アンプの出力端子の直近部との電位差はなくなるので所定
の階調電圧に収束する。
【００２３】
　一方、上記の如く、各走査線の選択期間後半は、帰還経路切り替えスイッチＤ１～Ｄｉ
が全て短絡状態に駆動されるため、階調アンプの出力端子の直近部に発生している電圧が
自身の反転入力端子に帰還電圧として入力される。このように、各走査線の選択期間の後
半において、階調アンプの帰還経路を遠端部から直近部に切り替えることにより、以下の
効果がもたらされる。すなわち、階調信号線Ｋ１～Ｋｉの少なくとも１つに何らかの異常
があり、これにより遠端部Ｐ１～Ｐｉの電位が定常状態においても所望の電圧に到達しな
い、あるいは所望の電圧よりも高い電圧を発生している場合を想定すると、この遠端部Ｐ
１～Ｐｉに発生している電圧を帰還電圧として使用し続けることにより階調アンプは所定
の階調電圧とは異なった電位の階調信号を生成することとなる。その結果、全ての信号線
Ｓ１～Ｓｍに対して異常な階調信号が供給され、画質の劣化を招くおそれがある。そこで
、本発明に係る信号線駆動回路３０においては帰還経路切り替えスイッチＤ１～Ｄｉが、
液晶容量へのデータ書き込みがほぼ完了した選択期間の後半の時点で、各階調アンプの帰
還経路を出力端子の直近部に切り替えることで、上記問題を回避している。すなわち、階
調信号線Ｋ１～Ｋｉに何らかの異常があった場合でも、帰還経路が階調アンプの出力端子
の直近部に切り替わることにより、階調アンプは適正な階調信号を生成することが可能と
なり、全ての信号線Ｓ１からＳｍに対して異常な階調信号が供給されるといった不具合は
未然に防止されるのである。
【００２４】
　このように、本発明に係る信号線駆動回路においては、階調信号を生成する階調アンプ
の帰還経路が各走査線の選択期間の前半と後半で切り替え可能となっており、選択期間の
前半においては階調アンプの出力端子に繋がる階調信号線の遠端部の電位が帰還電圧とし
て階調アンプに入力することで液晶表示パネル内の各液晶画素に対するデータ書き込み時
間の短縮を図り、選択期間の後半においては階調アンプの出力端子直近部の電位を帰還電
圧として階調アンプに入力することで、階調アンプにより異常な階調信号が生成されると
いった不具合を防止することが可能となる。
【００２５】
　尚、上記実施例においては、帰還経路切り替えスイッチに駆動信号を供給する制御回路
を外部に設ける構成としたが、本発明の液晶パネルの駆動装置内に構成することとしても
よい。また、上記実施例においては、帰還経路切り替えスイッチは、各階調アンプ毎に１
つ設ける構成としたが、複数設けることとしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】従来の信号線駆動回路の構成を示す図である。
【図２】従来の信号線駆動回路の動作波形を示す図である。
【図３】本発明の液晶表示パネルの駆動装置が適用された液晶表示装置全体の構成を示す
図である。
【図４】本発明の実施例である信号線駆動回路の構成を示す図である。
【図５】本発明の実施例である帰還経路切り替えスイッチの構成を示す図である。
【図６】本発明の実施例である信号線駆動回路の動作を示すタイミングチャート図である
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。
【図７】本発明の実施例である信号線駆動回路により駆動された液晶画素の動作波形を示
す図である。
【符号の説明】
【００２７】
　３０　信号線駆動回路
　３１　階調信号生成回路
　ａ１～ａｉ　階調アンプ
　Ｄ１～Ｄｉ　帰還経路切り替えスイッチ
　ｄａ１～ｄａｍ　階調信号選択回路
　Ｋ１～Ｋｉ　階調信号線
　Ｆ１～Ｆｉ　帰還信号線
　ＯＵＴ１～ＯＵＴｍ　出力端子
　Ｓ１～Ｓｍ　信号線

【図１】 【図２】

【図３】
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